
第１章 数と式 第４節 集合と命題

８ ２ 命題と集合（その２）

（１／５）■ 必要条件と十分条件 ■

必要条件と十分条件

★知識の整理★

２つの条件Ａ，Ｂについて，

［Ａは］（Ｂであるための） 条件

上のような表現の問題があった場合，ＡとＢの真偽関係には次の３通りがあります。

このとき，条件［Ａ］をそれぞれ，次のように名付けます。

○ （真は○，偽は×で表す。）
① ［Ａ］ （Ｂ） のとき

×

［Ａは］（Ｂである）ための 十分 条件

×
② ［Ａ］ （Ｂ） のとき

○

［Ａは］（Ｂである）ための 必要 条件

○
③ ［Ａ］ （Ｂ） のとき

○

［Ａは］（Ｂである）ための 必要十分 条件

×
＊ ［Ａ］ （Ｂ） のとき

×

［Ａは］（Ｂである）ための必要条件でも十分条件でもない。
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第１章 数と式 第４節 集合と命題

８ ２ 命題と集合（その２）

（２／５）■ 必要条件と十分条件 ■

★解法の技術★

次の に，必要，十分，必要十分のうち，最も適するものを入れなさい。

いずれでもない場合は×印を入れなさい。

(1) 四角形ＡＢＣＤが長方形であることは，ＡＣ＝ＢＤであるための 条件であ

る。

(2) χ＜３は－１＜χ＜２であるための 条件である。

(3) χ＝ｙ＝２は，２ｙ－χ＝２χ－ｙ＝２であるための 条件である。

(4) 整数χ，ｙの積が負であることは，整数χ，ｙが同符号であるための 条件

である。

【考え方】必要条件か十分条件か？→プリント№１（１／５）★知識の整理★参照。

［答 案］

(1) 四角形ＡＢＣＤが長方形であることは，ＡＣ＝ＢＤであるための

［Ａ］ （Ｂ）

○
［Ａ］→（Ｂ） 長方形の２本の対角線の長さは等しい。

よって，真。

×
［Ａ］←（Ｂ） 対角線の長さの等しい四角形には等脚台形もある。

よって，偽。［反例］等脚台形

十分条件である。

(2) χ＜３は－１＜χ＜２であるための

［Ａ］ （Ｂ）

Ｐ＝｛χ｜χ＜３｝，Ｑ＝｛χ｜－１＜χ＜２｝とおく。

Ｐ，Ｑを数直線上に表すと，

×
［Ａ］→（Ｂ） Ｐ⊂Ｑは成り立たない。

よって，偽。［反例］χ＝－２

○
［Ａ］←（Ｂ） Ｑ⊂Ｐ

よって，真。

必要条件である。

（次のページへつづく）Æ

２－１ ３

Ｐ
Ｑ

Ａ ならば Ｂ

Ａ であるものはすべて Ｂ
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□□【集合と命題 №８（２／５）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

(3) χ＝ｙ＝２は，２ｙ－χ＝２χ－ｙ＝２であるための

［Ａ］ （Ｂ）

○
［Ａ］→（Ｂ） ２ｙ－χ＝２×(２)－(２)＝２，

２χ－ｙ＝２×(２)－(２)＝２

よって，真。

○
［Ａ］←（Ｂ） ２ｙ－χ＝２χ－ｙ＝２ を連立方程式として解くと，

χ＝２，ｙ＝２

よって，真。

必要十分条件である。

(4) 整数χ，ｙの積が負であることは，整数χ，ｙが同符号であるための

［Ａ］ （Ｂ）

×
［Ａ］→（Ｂ） χ，ｙの積が負ならば，χ，ｙの符号は反対である。

よって，偽。［反例］－６＝(－２)×(＋３)

×
［Ａ］←（Ｂ） χ，ｙが同符号なら，χ，ｙの積は正である。

よって，偽。［反例］(－２)×(－３)＝＋６

必要条件でも十分条件でもない。

｜メニューへ戻る｜



第１章 数と式 第４節 集合と命題

８ ２ 命題と集合（その２）

（３／５）■ 必要条件と十分条件 ■

◇《必要条件と十分条件》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

次の に必要，十分，必要十分のうち，最も適するものを入れなさい。

いずれでもない場合は×印を入れなさい。

(1) χ２ ＞０はχ＞０であるための 条件である。

(2) 四角形ＡＢＣＤについて，∠Ａ＝∠Ｂ＝∠Ｃ＝∠Ｄであることは，

ＡＢ＝ＢＣ＝ＣＤ＝ＤＡであるための 条件である。

(3) 自然数ｎが６の倍数であることは，自然数ｎが偶数であるための 条件である。

(4) χ＝６は５χ＋２＝２χ＋２０であるための 条件である。

［答 案］

(1) χ２ ＞０は（χ＞０である）ための

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

(2) 四角形ＡＢＣＤについて，∠Ａ＝∠Ｂ＝∠Ｃ＝∠Ｄであることは，

［Ａ］

（ＡＢ＝ＢＣ＝ＣＤ＝ＤＡである）ための

（Ｂ）

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

(3) 自然数ｎが６の倍数であることは，（自然数ｎが偶数である）ための

［Ａ］ （Ｂ）

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

（次のページへつづく）Æ
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□□【集合と命題 №８（３／５）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

(4) χ＝６は（５χ＋２＝２χ＋２０である）ための

［Ａ］ （Ｂ）

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

｜メニューへ戻る｜



第１章 数と式 第４節 集合と命題

８ ２ 命題と集合（その２）

（４／５）■ 必要条件と十分条件 ■

◇《必要条件と十分条件》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

次の に必要，十分，必要十分のうち，最も適するものを入れなさい。

いずれでもない場合は×印を入れなさい。

(1) ０＜χ＜３は０＜χ＜１であるための 条件である。

(2) △ＡＢＣ≡△ＰＲＱは△ＡＢＣ∽△ＰＲＱであるための 条件である。

(3) 整数ｎが１８の約数であるということは，整数ｎが１２の約数であるための 条

件である。

(4) 四角形ＡＢＣＤが平行四辺形であることは，ＡＢ//ＣＤかつＡＢ＝ＣＤであるための

条件である。

［答 案］

(1) ０＜χ＜３は ０＜χ＜１である ための

不等式→数直線

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

(2) △ＡＢＣ≡△ＰＲＱは △ＡＢＣ∽△ＰＲＱである ための

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

（次のページへつづく）Æ

｜メニューへ戻る｜
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□□【集合と命題 №８（４／５）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

(3) 整数ｎが１８の約数であるということは， 整数ｎが１２の約数である ための

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

(4) 四角形ＡＢＣＤが平行四辺形であることは， ＡＢ//ＣＤかつＡＢ＝ＣＤである ための

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

｜メニューへ戻る｜



第１章 数と式 第４節 集合と命題

８ ２ 命題と集合（その２）

（５／５）■ 必要条件と十分条件 ■

◇《必要条件と十分条件》 学力化 · ／ ，

★演習★【２】

次の に必要，十分，必要十分のうち，最も適するものを入れなさい。

いずれでもない場合は×印を入れなさい。

(1) ａ＝ｂはａ２ ＝ｂ２ であるための 条件である。

(2) ｜χ－１｜＜３であることは｜χ｜＜２であるための 条件である。

(3) χ(ｙ２－１)＝０は，χ＝－１であるための 条件である。

(4) (χ－２)(χ－３)＝０は，χが３以下の素数であるための 条件である。

［答 案］

(1) ａ＝ｂは ａ２ ＝ｂ２ である ための

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

(2) ｜χ－１｜＜３であることは ｜χ｜＜２である ための

絶対値ははずしておきます。｜χ－１｜＜３ →

｜χ｜＜２ →

不等式→数直線

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

（次のページへつづく）Æ

｜メニューへ戻る｜
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□□【集合と命題 №８（５／５）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

(3) χ(ｙ２－１)＝０は， χ＝－１である ための

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

(4) (χ－２)(χ－３)＝０は， χが３以下の素数である ための

［Ａ］→（Ｂ）

［Ａ］←（Ｂ）

［反例］

［Ａ］ （Ｂ）

［反例］

［Ａは］（Ｂである）ための［ ］条件

｜メニューへ戻る｜




